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【重要度】 【一般製剤名】トジナメラン／リルトジナメラン  【分類】 

【単位】 

【常用量】 

 

 

 

3回目接種：接種間隔を少なくとも5ヵ月に短縮 

・4回目接種：ベネフィットとリスクを考慮した上で、高齢者等において、本剤3回目の接種から少なくとも5ヵ月経過した後の接種を判断できる旨を追記 

【用法】 

【透析患者への投与方法】 

【保存期CKD患者への投与方法】 

【特徴】 

【主な副作用･毒性】 

【安全性に関する情報】男性で心筋炎のリスク上昇を検出（1） 

腎イベントは微小変化型，IgA腎症，ANCA関連血管炎，急性間質性腎炎の順に多いが，頻度自体は極めて少なく，治療にも反応する（Zhang J, et al: Vaccines (Basel) 

2022 PMID: 36366292） 

【F】 

【tmax】 

【代謝】 

【排泄】 

【t1/2】 

【蛋白結合率】 

【Vd】 

【MW】 

【透析性】 

【O/W係数】 

【肝障害患者への投与方法】 

【小児CKD患者における報告】 

【妊婦・授乳婦への投薬】 

【主な臨床報告】6か月後の抗体価は男性，加齢，HBワクチンへの反応性の不良が抗体価低値と関連していた（浮村 聡, 他: 第70回日本化学療法学会O2-082） 

※「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する医療機関向け手引き（3.0 版）」（令和３年 6 月 1 日）別添 臨時接種実施要領

（https://www.mhlw.go.jp/content/000787209.pdf） 

２ 各論 コロナウイルス修飾ウリジンRNAワクチン（ファイザー社、武田／モデルナ社） 

②接種間隔 から抜粋 

前後に他の予防接種を行う場合においては、原則として13 日以上の間隔をおくこととし、他の予防接種を同時に同一の接種対象者に対して行わないこと。 

【更新日】20230209 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


